
ちょっとした取り組みが地球を救う 
― みんなで始めるGXライフ ―

××GXGX 教育教育

雑がみリサイクルアクション
● 市内幼保こども園・小中学校

　ティッシュの箱やメモ用紙
など、可燃ごみとして捨てら
れがちな雑がみも、大切な資
源であることを啓発する取り
組みです。子供たちが各家庭
で雑紙を集め、それをリサイ

クルして作られたトイレットペーパーを園や学校で使える
ように配布します。「ごみ」だと思っていたものが資源とし
て生まれ変わり、自分たちの手に戻ってくる体験をしなが
ら、環境保護への理解を深めています。

エネルギー教育
● 市内全小学６年生・中学生

　浜岡原子力発電所の見学や
電気の特徴、発電方法を学び
ます。これからの御前崎市や
日本のエネルギーについて考
えることのできる力を養うこ
とが目的です。

　エネルギー講演会や省エネセミナーなどを実施し、市民
がエネルギーについて学べる機会を提供しています。

● 市民

クリーンエネルギーの自給自足
● 太陽光発電と家庭用蓄電池

　太陽光パネルで発電した電
気は、蓄電池にエネルギーを
ためておくことで、夜間や天
候の悪い日にも活用すること
ができます。太陽光発電と蓄
電を組み合わせることで、家

庭で発電した電気を効率よく使うことができ、電気代の節
約にもつながります。
　蓄電池があることで停電中でも冷蔵庫やスマートフォン
の充電など日常生活に欠かせない機器を使うことができ、
災害時の不安を大きく軽減できます。

● 電気自動車
　電気自動車（EV）は、走行
中に排気ガスを出さないた
め、ガソリン車に比べて温室
効果ガスや大気汚染物質の排
出を大幅に減らせます。また、
エネルギー効率が高く、ガソ

リン車よりも少ないエネルギーで走行できるため、走行コ
ストを抑えられる傾向にあります。
　EV は、家庭用蓄電池より大容量のバッテリーを搭載して
おり、「動く蓄電池」として災害時にも大きな力を発揮します。

××GXGX 暮らし暮らし
生ごみを堆肥に変える「コンポスト」

コンポストは、生ごみを堆肥
に変えることで、可燃ごみと
して処分する必要がなくなる
ため、ごみを減量化します。
ごみを減らすことは、焼却時
に発生する温室効果ガスの削

減につながります。出来上がった堆肥は、家庭菜園や花壇
などに活用でき、自然のサイクルを身近に感じることがで
きます。

××GXGX 自然保護自然保護
地球温暖化を防ぐカギは、身近な海や森に

　大気中の CO ２などの温室効果ガスを減らすためには、「出
さない努力」に加えて、「自然の力で吸収してもらうこと」
も重要です。「植物や土壌、海などが温室効果ガスを取り込
んで大気中に戻らないようにためる」ことを「固定化」といい
ます。
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海岸（新谷区）には、
「コアマモ」という生物が群生し
ており、1 年間に約0.8tの温
室効果ガスを吸収しています。
南駿河湾漁業協同組合を中心
とした「榛南地区磯焼け対策協

議会」の取り組みでは、1 年間に約49.1tの温室効果ガスを吸収
しています。
写真提供：NPO法人Earth Communication

● 海の生態系が吸収し固定化する「ブルーカーボン」

　市内には豊かな森林が約
1,600ha広がっており、年間約
3,400tの温室効果ガスを吸収
している計算になります。
　あらさわふる里公園では、
園内で間伐した木を炭にして

土壌改良用の炭や木酢液として活用することで、温室効果
ガスの吸収固定化につながっています。また炭を園内のバー
ベキューに活用し、資源の循環利用にも取り組んでいます。

● 森林などが吸収し固定化する「グリーンカーボン」
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GX推進課
石川 勝俊 課長

令和７年４月1日

組織再編により誕生

補助金の活用が
可能！詳細はP5を

ご覧ください。

野川 裕美さん
早苗町・利用歴４年

　生ごみが減り、毎週出すごみの
袋が軽くなりました。これまで捨
てていた野菜くずが堆肥としても
う一活躍してくれるので、捨てる
抵抗感が少なくなりました。

ごみ減量で気持ちも軽く
罪悪感のないエコ生活へ

下村 武治さん
下岬区・令和４年購入

　維持費の面から電気自動車を選
択しましたが、「結果的に環境に良
い取り組みをしている」ことに満足
感を得られています。補助金のお
かげで、購入時の金銭的負担が減
り、助かりました。

環境と家計にやさしく
補助金で広がるエコな選択

赤堀 邦夫さん
あらさわふる里公園

　公園内の間伐や炭の活用がまち
や地球の未来につながるため、や
りがいを感じています。炭や木酢
液は公園で販売しているので多く
の人に活用してもらいたいですね。

森の恵みをまちの未来に
公園から広がるGXの輪

あなたの家に近い資源物回収場所はどこ？
「リサイクルマップ」で探して活用しよう

　市では、ごみの排出量削減と
リサイクル率向上のため、資源物
の回収場所を地図に示した「リサ
イクルマップ」を作成しました。
　本市は、リサイクル率が県内上
位です。引き続きごみの削減に努
めていきましょう！

市公式LINEの市公式LINEの
メニューからもメニューからも
閲覧が可能です閲覧が可能です
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14.1億トン
2022年度実績

▲22.9％(10.8億 t)

2040年度目標
▲73％(3.8億 t）

2050年度目標
排出・吸収量差し引き 0
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次期削減目標（CO２の排出・吸収量の差し引き量）

出典：地球温暖化対策計画の概要（内閣官房・環境省・経済産業省/令和7年2月）

もしもに備えたエネルギーの自給自足
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